
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催 大田区立男女平等推進センターエセナおおた 

性別や年齢などにかかわらず、誰もが自らの意欲と能力を 

持って様々な働き方や生き方に挑戦すること。 

子育てや親の介護が必要な時期など個人の置かれた状況に

応じて、多様で柔軟な働き方が選択できること。 

それが「ワーク・ライフ・バランス」です。 

より良い仕事と生活の考え方や、取り組みをご紹介します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〒143-0016 大田区大森北 4-16-4      

大田区立男女平等推進センター          

「エセナおおた」（JR 大森駅から徒歩 8 分）  

電話 03-3766-4586 

FAX 03-5764-0604 

E-Mail escena@escenaota.jp 

 
 

内閣府 男女共同参画局 仕事と生活の調和推進室 

ワーク・ライフ・バランスに関する個人・企業調査（平成 26年 5月）より抜粋 
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■図表Ａ－201  性別にみる、仕事・家庭・個人の生活の優先（希望） 
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■図表Ａ－208  性別にみる、仕事・家庭・個人の生活の優先（実際） 

 

○生活の優先について、希望では男女合計で「仕事と家庭生活をともに優先」「家庭生活」「家庭生活と個

人の生活をともに優先」の順になっており、性別によって順番は異なるものの、先の回答はいずれも上

位３項目となっている。なお、「仕事優先」については男性 7.6％、女性 5.7％である。（Ａ‐201） 

○生活の優先について実際（現実）では、男女合計で「仕事優先」「仕事と家庭生活をともに優先」「家庭

生活」となっており、男女別についても、先の回答は同じ順番となっている。（Ａ‐208） 


